
立川と語ろう  立川に生きよう

100年を目指す「一纏」

表
紙
の
人
／
加
藤
竹
材
籠
店
三
代（
柴
崎
町
）

⑧

　多摩立川保健所の野菜企画も
８回目。人が必要なカルシウムやカ
リウム、ビタミンC、食物繊維など
の栄養素を十分確保するために
は、１日 350g の野菜を食べること
が望ましい。でも都民の平均摂取
量は 305g で、あと一皿のお野菜
が欲しいところ！そこを補ってくれる
のが、多摩立川保健所の「野菜
メニュー店」。今月はビーガンレシ
ピのほっこりカフェさん。厳選され
た材料で作るお料理は、どれもこ
れも見た目には美しく、舌にはおい
しく体が喜ぶものばかり。季節の
野菜はうま味の宝庫。その味を充
分に引き出す腕がまたいい！ 黒い
カレーはちゃんとカレーの味がする
し、ご飯はもちもちとした酵素玄米。
サラダは「見て、見て！」と叫び
たくなる美しさ。この日デザートに
お願いしたのは「はったいこジェ
ラート」。昔懐かし麦粉菓子が食
感を変えての登場。何をいただい
ても野菜たっぷりのお店です。

監修：東京都多摩立川保健所

立川市柴崎町 2-5-8　
TEL 042-595-8379
営業時間　11：30～ 19：00
定休日　火曜日、水曜日

ほっこりカフェ

はったいこジェラートと桑茶

黒カレー  1250円
野菜の量 145ｇ  と
サラダプレート
（白いカレーも
あります）



八
幡
神
社
本
地
仏
像
（
諏
訪
神
社
蔵
）

仏
像
の
背
面
に
「
武
州
多
東
群
立
河
郷
芝
﨑
村
」と
記
さ
れ
て
い
る

立川はなぜ
  「立川」なのか

立川深層 ❷

　今月号から「続・砂川深層」に続き「立川深層」と題し
て、激しい時の流れの中で失われてゆく歴史や文化につ
いて探っていければと思います。
　日ごろ私達はなんの疑問も無く立川といっています
が、立川という地名はどのような由来で、いつから使わ
れてきたのでしょう。まず、諸説ある立川の地名について。
立川市史にある「立川の語源」という項では、語源の根
拠となる資料はほとんどありません。しかし、万葉集の
防
さきもり

人の妻が作ったとされる歌「赤
あかごま

駒を山
や ま の

野にはかし捕
と

り
かにて多

た ま

摩の横
よこやま

山徒
か し

歩ゆか遣
や

らむ」を根拠に、武蔵の
国府である府中の南に連なる多摩丘陵を横山に見立て、
そこに東西に縦に流れる多摩川を「縦の川」とし、それ
が立川に変化したものとの推論が載せられています。後
に立川一中の元校長 保坂芳春先生が書かれた「立川
の地名」でもこの説をとっておられます。
　また立川は舘

たてかわ

川であり、かつての立川郷を所領していた立
川氏が普済寺に居館を構えていたことにより立川となったとの
説もあります。しかし当時の豪族は、所領している土地の名称
を苗字とする風習があり、立川氏は所領していた立川郷という
地名を苗字にしたもので、立川の地名は立川氏に由来するも
のではないと考えられます。そもそも立川という地名が文献に
現れるのは、今からおよそ900年前、「吾妻鏡」という鎌倉幕
府87年間の事跡を書いた史書の中です。歴仁元年（1238）将
軍頼経が上洛する隋兵の中に、立河兵

ひょうえのじょう

衛尉という名が見える
のが最も古いとされ、この頃は「立川」ではなく「立河」の字が
使われています。この立河氏は武蔵七党日

ひまつり

奉党の西党に属し、
立川郷といわれた地域を所領していたと思われます。
　また康正元年（1455）と永正元年（1504）の2回、立河原の
合戦が行われ、この合戦の戦死者を供養した鉦

しょうこ

皷に武州立川
原と刻まれており、これらを考えると立河郷という地域はかな
り広く、それがどこかは不明で現在の立川周辺には立河又は
立川という古地名はありません。
　次に「柴㟢村」という地名は、天正14年（1586）に作られた
八幡神社本地仏阿弥陀如来の背中に、武州多東郡立川郷柴
崎村とあり、江戸時代は柴㟢村の地名が使われていました。

案内人：豊泉喜一氏

しかし、明治11年（1878）
7月22日、新政 府が 郡
区町村制を制定し、柴
㟢村は神奈川県北多摩
郡柴㟢村になりました。

（明治26年東京府編入）
　ところが同じ北多摩に
もう一カ所、現在の調布
市に同じ柴㟢村があっ
て混乱が起き、何かと
不都合が生じたため明
治13年（1880）柴㟢村を
立川村に改めたいと申
請、一度は却下されまし
たが再度出願し、明治
14年（1881）3月7日許可
が出て立川村となりました。その時の訴状を見ると、柴㟢村は
旧来より立川村と呼ばれていたので、この名前に変えたいと書
かれており、この結果、柴㟢村は立川村に変わって、今年で
138年になります。

横山に見立てられた多摩丘陵と縦に流れる多摩川（関戸橋から撮影、鉄橋を渡るのは京王線）
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市
柴
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に
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巡
行
の
様
子

代表による打ち初め（打っているのは内野さん）

巡行開始前の儀式

阿豆佐味天神社太鼓　

太鼓径　5尺2寸（1,576cm）    太鼓長さ　6尺9寸（2,091cm）
台車幅　4尺4寸5分（1,348cm）　台車長さ　9尺8寸（2,969cm）
台車高さ　2尺4寸5分（742cm）
車軸長さ　7尺4寸（2,242cm）　車輪外々　6尺6寸（2,000cm）
太鼓上端高さ　8尺8寸5分（2,682cm）
最大長さ　3,269cm　最高高さ　2,732cm
太鼓＋台車総重量　約2,5ｔ（立川同心会太鼓は約1,8ｔ）

※太鼓の勇壮な音は多摩てばこネットで

内野建設株式会社 代表取締役社長。祖父が東
大和市の蔵敷から五日市街道沿いに移り住み良
一さんで三代目、96年目を迎えている。阿豆佐
味天神社砂川の太鼓会「一纏」会長として、令和
元年阿豆佐味天神社例大祭の指揮をとった。立
川消防少年団団長でもあり、本年5月からは立
川消友会会長でもある。

内野良一さん

―
―
今
年
の
阿
豆
佐
味
天
神
社
例
大
祭
は
太
鼓
巡
行
で
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

内
野　
無
事
に
終
わ
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
い
つ
も
は
お
神
輿
を
担
ぐ
の
で
す
が
、

こ
の
度
は
阿
豆
佐
味
天
神
社
の
御
鎮
座
三
百
九
十
年
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
二
十
九

年
二
月
二
十
八
日
に
初
め
て
役
員
会
を
開
き
、
そ
こ
か
ら
九
百
三
十
日
目
で
太
鼓
の

お
披
露
目
巡
行
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
け
が
人
も
な
く
本
当
に
何
事
も
な

く
終
わ
っ
て
、
宮
司
も
「
魂
が
入
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
。

―
―
大
き
な
太
鼓
で
し
た
が
、
あ
の
素
材
は
な
ん
と
い
う
木
な
の
で
す
か
？

内
野　
南
ア
フ
リ
カ
産
の
ブ
ビ
ン
ガ
と
い
う
木
を
使
っ
て
い
ま
す
。
雨
の
少
な
い
地

域
の
木
な
の
で
硬
い
と
思
い
ま
す
よ
。

―
―
太
鼓
の
革
部
分
は
一
頭
の
牛
で
す
よ
ね
。
あ
ん
な
に
大
き
な
牛
が
い
る
の
で

す
か
？

内
野　
も
ち
ろ
ん
一
頭
で
す
。
貼
り
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。
大
き
い

牛
は
い
ま
す
し
、
ピ
ン
ピ
ン
に
伸
ば
し
ま
す
か
ら
ね
。
あ
の
く
ら
い
の
太
鼓
に
な
る

と
「
叩
く
」
と
は
言
わ
ず
、「
打
つ
」
と
言
い
ま
す
。
我
々
は
素
人
で
す
か
ら
、
打

つ
練
習
を
し
な
い
と
打
て
な
い
で
す
よ
。あ
れ
だ
け
大
き
い
と
跳
ね
返
り
も
強
い
し
、

音
も
出
な
い
し
。
練
習
は
畳
表
を
太
鼓
の
革
に
見
た
て
て
、
去
年
の
五
月
か
ら
や
っ

て
い
ま
し
た
。

―
―
太
鼓
の
会
の
「
一
纏
」
は
、
い
い
お
名
前
で
す
ね
。

内
野　
い
い
名
前
で
し
ょ
う
？ 

ひ
と
つ
に
纏ま
と

ま
る
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
ね
。
各

地
域
の
氏
子
総
代
さ
ん
に
相
談
し
て
ね
、
地
域
ご
と
に
一
人
ず
つ
人
を
出
し
て
も

ら
っ
た
の
で
す
が
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

―
―
朝
の
式
典
は
五
時
五
○
分
か
ら
で
、
宮
出
し
が
六
時
半
。
夕
方
の
宮
入
は
何

時
だ
っ
た
の
で
す
か
。

内
野　
十
六
時
三
十
五
分
。
高
齢
の
方
も
い
た
ん
で
ね
（
笑
）、
み
ん
な
疲
れ
切
っ

て
い
ま
し
た
よ
。
後
ろ
姿
で
疲
れ
て
る
っ
て
わ
か
る
ん
だ
も
の
（
笑
）。

―
―
い
ろ
い
ろ
気
を
遣
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

内
野　
今
回
は
あ
の
太
鼓
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
積
ん
だ
ん
で
す
よ
。
万
全
の
体
制
で
臨
ま
な

い
と
い
け
な
い
で
す
か
ら
。
台
車
の
車
輪
に
轢
か
れ
て
ケ
ガ
を
す
る
と
か
っ
て
、
他

で
は
よ
く
あ
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
小
型
の
バ
ッ
ト
み
た
い
な
バ
チ
で
打
つ
の
で
す

が
、
中
途
半
端
に
や
っ
て
い
る
と
、
バ
チ
が
跳
ね
返
っ
て
自
分
の
額
に
当
た
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
。

―
―
あ
、
ピ
ン
ピ
ン
に
張
っ
て
い
る
か
ら
バ
チ
が
跳
ね
返
る
ん
で
す
ね
。
自
分
で

打
っ
た
そ
の
バ
チ
で
ケ
ガ
を
す
る
。

内
野　
何
事
も
中
途
半
端
は
ケ
ガ
の
元
で
す
。
一
打
一
打
思
い
を
込
め
て
打
つ
の
が

本
当
な
ん
で
す
。
音
で
邪
鬼
を
払
い
ま
す
か
ら
。
お
神
輿
に
は
太
鼓
が
付
き
物
で
す

よ
ね
。
太
鼓
の
音
で
浄
め
て
い
く
わ
け
で
す
。

―
―
な
る
ほ
ど
。
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
で
は
、
来
年
は
お
神
輿
が
出
る
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

内
野　
ど
う
で
し
ょ
う
ね
え
。
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
今
は
ど
こ
で
も
担
ぎ
手
が

少
な
い
で
す
か
ら
ね
。

―
―
そ
う
で
す
ね
。
太
鼓
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
例
年
お
神
輿
が
宮
入
し

て
く
る
時
の
あ
の
熱
気
は
す
ご
い
で
す
よ
ね
。

内
野　
あ
の
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
る
瞬
間
ね
。
今
年
は
一
纏
の
会
長
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
昨
年
は
お
神
輿
の
副
会
長
だ
っ
た
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
宮
入
の

時
間
帯
は
夕
陽
が
ま
っ
す
ぐ
西
に
か
か
る
頃
で
、
そ
の
時
に
七
番
組
の
お
神
輿
が
と

て
も
き
れ
い
で
、
黄
金
に
輝
い
て
い
た
ん
で
す
よ
。
感
慨
深
か
っ
た
で
す
ね
ぇ
。

―
―
そ
う
で
し
た
か
。
太
鼓
巡
行
は
、
最
初
が
南
砂
で
し
た
ね
。

内
野　
そ
う
。
十
二
地
区
を
廻
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
千
人
近
く
集
ま
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
み
な
さ
ん
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
よ
。
私
は
い
ろ
い
ろ
な
役

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
一
番
厳
し
か
っ
た
で
す
ね
。

―
―
そ
う
で
し
た
か
。

内
野　
こ
の
歳
に
な
っ
て
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
の
は
大

変
で
す
よ
。
暗
中
模
索
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
大
國
魂
神
社
へ
も
行
き
ま
し
た

し
、
三
鷹
の
古
八
幡
神
社
で
は
三
年
続
け
て
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

は
一
般
会
員
も
一
緒
に
研
修
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
通
え
ば
通
う
ほ
ど
太
鼓
巡
行
の

難
し
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
ね
。

―
―
傍
目
に
は
簡
単
に
曳
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
ま
し
た
。

内
野　
五
ミ
リ
の
突
起
が
あ
る
と
、
も
う
動
か
な
い
ん
で
す
よ
。
曳
く
人

が
慣
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
舵
取
り
も
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

―
―
そ
う
う
か
が
う
と
、
改
め
て
無
事
に
終
わ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。

内
野　
一
人
ケ
ガ
人
が
出
た
ら
、
来
年
や
れ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
で
す
ね
。「
百
年
後
の
一
纏
を
目
指
し
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
や
っ
て

き
ま
し
た
か
ら
、
そ
こ
は
大
事
で
し
た
。
会
員
、
役
員
が
一
つ
に
な
っ
た

か
ら
こ
そ
の
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
の
人
、
こ
の
人
、
立
川
人
67

［ 

立
川
に
育
ま
れ
て 

⑧ 

］ 

［
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
］

き
ら
り
！
こ
の
顔

令
和
元
年
　

阿
豆
佐
味
天
神
社
例
大
祭

太
鼓
巡
行

「
百
年
後
の
一い

っ
て
ん纏

を
目
指
し
て
」

令
和
元
年
九
月
十
五
日
。

「
一
纏
」と
染
め
抜
か
れ
た
揃
い
の
半
纏
。

早
朝
か
ら
夕
刻
ま
で
、
氏
子
が
待
つ
地
域
を
巡
行
し
た
大
太
鼓
。
勇
壮
だ
っ
た
。

内
野
良
一
さ
ん
（
内
野
建
設
株
式
会
社
で
撮
影
）

社
の
山
門
を
通
っ
て
出
て
い
く
太
鼓



歴史を閉じる路面店
令和元年9月30日。ふたつのお店が閉店しました。

いずれも月刊えくてびあんの配布店。
長い間、本当にありがとうございました。

さようならそしてありがとう

「時代の流れには逆らえない。今日まで営業できたのが奇跡」と中島豆腐店さん。昭和32年の開店以来、ずっとこの
場所でお豆腐を作り続けてきました。月刊えくてびあんの表紙「立川で三代」に登場いただいたのが2010年。5人のお
子さんのうち、誰か1人くらいは豆腐屋さんを継ぐのかなと思っていましたが、それぞれ豆腐屋さんではない道を歩み
始めました。昭和の時代は、自家製の豆腐を朝早くから対面販売するのが当たり前。大手食品加工業の台頭は、競争
入札で他を圧倒します。個人店の良かった時代も厳しくなった時代も経験して、看板を下ろすことになりました。「お客
さんのおかげです、本当に感謝しかありません」と、向けたカメラにもご夫婦で頭を下げた中島さんでした。

中島豆腐店
（羽衣町）

「消費税が上がるのをきっかけに、今度はきれいさっぱり辞めることにした」とひがしミートさん。ご主人の病気で名物
の土曜限定焼き鳥がなくなって数か月。それでもお母さんが揚げてくれるコロッケやメンチ、トンカツが欲しくて夕方に
なると行列ができていました。なんたってお肉の美味しさには定評がありました。豚だって牛だって、修業を積んだ目
利きのお父さんが仕入れるのだから間違いがない。それを知っているお客さんは、暮れにはお正月用に特別注文をし
ていたものです。昭和43年柴崎町にお店を持って、街のお肉屋さんとして親しまれてきたひがしミート。第一小学校の
児童が感謝状をお届けしました。小学生にも残念がられながらの閉店でした。

ひがしミート
（柴崎町）

最後になった焼き豆腐作り。
最盛期には一度に千個も作っていました。

お豆腐の味がしっかりしている厚揚げ。
他では食べられない味でした。

第六小学校の児童が描いた中島豆腐店のポスター

月刊えくてびあんの表紙モデルになった日
（2010年７月７日）

表紙モデルになった写真を家族でのぞき込む
（2010年当時）

諏訪神社のお祭りにはお子さんもお孫さんも総出でお手伝い

お父さんの焼き鳥は格別でした。 土曜日限定の焼き鳥風景 瀬尾さんご夫妻　ご主人はただいまリハビリ中

お父さんが入院されてから1人で切り盛りしてきたお母さん「本当にありがとうございました」

第一小学校の児童の代表が感謝状を読み上げて、手渡しました。



〒190-0012
立川市曙町 1-27-4
ル・グラン立川 1F
TEL 042-512-5886
営業時間
ランチ　 11：00～15：00 （L.O 14：00）
ディナー 17：00～23：00 （L.O 22：00）
定休日　月曜日

☆詳しくは、『多摩てばこネット』
　［お店情報］をご覧ください。

Ｊ：ＣＯＭ 多摩：11ch・111ch

えくてびあんの輪えくてびあんの輪
えくてびあんはリストのお店にあります。

今月は 緑町・泉町・西砂町・一番町 ・上砂町
砂川町・柏町・幸町・若葉町・栄町 のお店です。

国立国語研究所
国立極地研究所
南極・北極科学館
国文学研究資料館
花みどり文化センター
昭和天皇記念館

インヴォラーレ・ルーデンス
立川ルーデンステニスクラブ
blooming bloomy ららぽーと立川立飛店
東京消防庁 立川消防署
Café はぁもにぃ♪
大和ハウス工業（株）多摩支店

砂川庵 甚五郎
西砂歯科医院

私立立川ひかり保育園

B3＋ギャラリーウェルメイド
fresh shop スーパーはしもと

みのーれ立川
JA 経済センター 立川店
JA 東京みどり 立川支店
陶工房 己流庵
たましん 砂川支店
珈琲豆焙煎工房 まめ吉
BREAD & Sweets マニシェール

café de La Boum
山梨中央銀行 立川支店
株式会社 セレモア
超こってりらーめん パワー軒
H.works
ベーカリー リオンドール
（有）まつい測量
ピーコック 玉川上水店
菅家医院

いなげや 立川幸店
たましん 幸町支店
中国料理 SANFUJI
西武信用金庫 幸町支店
お米屋さん 大黒屋
（株）松浦商事
至誠キートスホーム
とんかつ・割烹 かつ亭
ドイツ製法ハム・ソーセージ ゼーホフ工房
和洋菓子 たちばな
BS タイヤショップ 佐藤商会
在宅療養支援診療所 立川在宅ケアクリニック
古楽の小屋 ロバハウス

レストラン サラ
浅見内科医院
スーパー ヤオコー
ありた整骨院
カフェ タイニーガーデン
カフェ・レストラン てくたく

たましん 栄町支店
いなげや 立川栄町店
チーズ王国 本社
高橋酒店
彩食中華 須﨑
寝具の石川
手作りパン工房 Bonheur ～ボヌール～
FUKUSHIMAYA 立川店

540-4300
512-0652
512-0910

050-5533-2900
528-1751
540-0429

525-9677
548-1215
526-0119
512-7810
525-1821

531-6788
531-4129

531-1273

538-7250
536-2331

538-7227
536-1824
536-1821
537-6102
535-4411
535-1070
537-2202

534-6541
536-0871
534-1111
535-1665
537-7763
535-4882
534-4411
538-3861
536-4602

537-1820
535-5311
536-3813
537-3101
536-0851
536-6001
538-2323
535-4611
535-5009
537-0347
537-0912
534-6964
536-7266

534-0602
537-0918
538-1711
534-1622
507-1346
536-5788

536-9711
523-7201
513-4101
522-4479
507-0981
524-1333
536-3207
534-1700
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　陸上自衛隊立川駐屯地は創立46周年、東部方面航空隊は
創隊57周年を迎えるそうです。
立川広域防災基地も運用開始
から24年、各防災基地機関と
の連携を一層深めるべく、今
年も「立川防災航空祭」を開催
します。当日は警視庁航空隊、
消防庁航空隊と共に圧巻の編隊飛行や空挺降下、災害救助行動展示などが行
われ、かつて「空の都」と呼ばれた立川らしい風景が見られます。駐屯地ならで
はの買い物も楽しみのひとつ。箱根駅伝の予選会や立川ハーフマラソンの会場
にもなっている駐屯地。秋の１日、足を運んでみるのもいいかもしれません。

開催日時　令和元年11月9日（土）午前9時～午後3時
場所　陸上自衛隊立川駐屯地

　曙町の住宅街にオープンし、この秋２周年を迎える『オ
ステリア タイム』。食事とともに、ゆっくり会話も楽しんで
ほしい、そんな思いが店名の『タイム』に込められていま
す。オーナーシェフの小林 誠さんはイタリアン、埒

らち

 崇
た か や

也さ
んはフレンチと、２人のシェフがアイデアを持ち寄りひとつ
の料理を作り出すスタイル。そこで欠かせないのが旬の食

材です。今の季節な
ら、キノコのラザニ
ア。檜原村で採れた
まい茸・ひら茸・し
めじ・あわび茸など
を使った、まさにキ
ノコが主役の一皿。
ホワイトソースに自
家製ボロネーゼを加
えた濃厚かつまろや

かな味と、ヤギをはじめとする３種類のチーズ、そこにポ
ルチーニ茸の香りが絡みあってとてもおいしい。また、秋
のドルチェといえばモンブラン。伝統や文化が息づく料理
の本流は崩さず、部分的なアレンジを試みる『タイム』。ほ
んのりブランデーが香るアイスクリームと焼いたメレンゲを
土台に、ふわっと仕上げたマロンクリーム、さらに立川産
栗の渋皮煮をトッピング。甘さといい、ここでしか味わえ
ないクラシカルな味わいです。
　「お腹を満たすためだけのお店にはしたくない」とお得な
ランチにドリンクとデザートをセットし、くつろぐ午後のひ
と時を提供。２つの個性をフルに活かして、お客様にとっ
ての “Good Time” を演出しています。

伊
勢
丹

タカシマヤ

フロム中武

立川駅

北口

立川北

ルミネ

GRANDUO

ｅ
ｃ
ｕ
ｔｅ

中央線

立川南

南口

南武線

ビックカメラ

　コトブキヤ
●立川本店

パレスホテル立川

サ
ン
サ
ン
ロ
ー
ド

　ヤマハ
●ミュージック

河合塾●

Osteria time 
オステリア タイム

　9月14日（土）、JR立川駅コンコースで3人制バスケットボール
の立川ダイスが、2019応援感謝イベントを立川駅とコラボして開
催しました。選手に
よるトークショーや
サイン会、キッズチ
アパフォーマンスな
どが行われました
が、やっぱりシュー
トチャレンジは人

気があります。小さいお子さんは背の高い選手に抱っこしても
らってシュート！楽しい1日となりました。

ダイスと立川駅のコラボイベント

　9月16日（祝）、9月の第三月曜日は全国のボーイスカウトが一斉に奉仕活動をする「スカウトの日」。ボーイス
カウト立川第10団では,みんながよく待ち合わせなどに使
う立川駅自由通路の壁画「光と緑の祀り」を清掃すること
にしました。なんと、この壁画、ここに設置されて以来
お掃除されたことがない、らしい。小さい子から大人ま
で総勢約50人で、上から下、右から左、陶板の継ぎ目に
入った埃も掻き出して、最後はきれいに拭きあげていくと、
ツルツルの面はピカピカに、ザラザラの面も鈍い光を放
つほどきれいになりました。清掃しながら陶板の風合い
の違いも知ることができ、また気持ちもスッキリ。とって
もいい奉仕活動になったのではないでしょうか。待ち合わ
せする皆さんも、今度はゆっくり見てみてくださいね。

壁画がきれいになりました

　9月7日と8日は、立川高校で「立高祭」が開催されま
した。台風15号の接近で8日は天気が怪しくなりました
が、それでも駅から立川高校へ向かう人の列は続いてい
ました。令和最初の「立高祭」、テーマは「玉

たまゆら
響」。人生

における一瞬
の時間かもし
れませんが、
心に残る「立
高祭」をとい
う意味だそう

です。それぞれがそれぞれなりに取り組んでいる、派手では
ないけれど堅実、そんな印象を受けました。

立高祭  にぎやかでした
空
挺
降
下

災
害
救
助
行
動
展
示

　3万人のお客様が集まるという教育フェアが、今年もサンサンロー
ドで開催されました。9月14日（土）はすばらしいお天気。暑いくらい

の陽気の中、各幼稚園ブースに
は子ども連れのお客様がいっぱ
い。中でも目立った行列は「宝
石さがし」。泥水の中に緑や赤の宝石が入っていて、それをお椀で泥ごと
すくって探し出す。ゴールドラッシュ心理と同じでしょうか。やりたい！と
思わせる。ツボを心得ているなあと感心しました。パンナムブースでは
世界最速ボルトの記録を勘で当てるクイズを実施。なんとなんと、ピタ
リ賞が何組か出ていてびっくりでした。

無断転載を禁じます。

えくてびあん ⓒ 
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今年も防災航空祭

モンブラン
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教育フェア開催

追悼 さとうそのこさん

JRの職員さんもシュートにチャレンジ！

1983年に設置された壁画

ボルトの記録は9.58 秒

　9月20日から10月6日まで、 柴 崎 町のArtistic 
Studio LaLaLaで「さとうそのこの世界展」が開かれ
ました。そこは、温かい色、柔らかな線、独特な優し
さが漂う空間。高松町のアメリカンハウスをアトリエに、
立川で長く作品を生み出してこられ、個展開催を目前
に、9月15日その生涯を閉じられました。多くの作品
がありし日のそのこさんを偲ばせていました。

2008年10月24日  そのこさんのアトリエで

（前列左から）
加藤康浩さん、モトさん、悠里さん、瑛

あ き と
音くん

（後列左から）哲生さん、萌さん、倫子さん

　奥多摩街道沿い、以前屋根の上に竹細工のキリ
ンがいたと言えばわかる人にはわかるお店。現当主 
康浩さんのお祖父さんの代から柴崎町で竹籠屋を
営んでいます。今は生活雑貨の竹籠よりも造園業の
丸太や竹が主流です。お店の若い人を竹籠の修行
に行かせると、職人にならず芸術家になってしまう
と康浩さん。興味深いお話でした。モトさんは同じ
柴崎町から嫁いでこられ、ご主人が亡くなられた後
は康浩さんとお店を守り、もちろん今も現役です。
康浩さんには3人のお子さんがいらっしゃいますが、
ご長女は外務省の海外駐在員。次女の萌さんと長
男の哲生さん、姪で立川在住の悠里さんが瑛音くん
を抱っこして撮影にご協力くださいました。瑛音く
ん、モトさんにとっては曽孫です。康浩さんの奥様 
倫子さん、学習館にお勤めだそうで、えくてびあん、
お世話になっております！

◆今年は災害の多い年です。犠牲になられた方々
に衷心よりお悔み申し上げ、被災されました方々の
息災安穏と一日も早い復興をお祈り申し上げます◆
大きな存在でした。さとうそのこさん、享年71歳。
芸術による街づくりに最初に取り組んだアーティス
トのおひとりです。えくてびあんでは2度も表紙のモ
デルになっていただいたほど、長いお付き合いでし
た。ご冥福をお祈り申し上げます◆お神輿の担ぎ手
不足は、諏訪神社例大祭でも聞いた声でした。少
子化は国の抱える問題で決して立川だけの話ではあ
りません。阿豆佐味天神社の太鼓と一緒にお神輿
をと氏子の誰もが考えているでしょう。関東一、17
万人を動員すると言われる羽衣町のねぶた祭りは、
立川の人だけが支えているのではないとうかがいま
した。別の地域の方の力を借りるのも一考◆それに
しても盛り上がっているのはラグビーです。さすが
ワールドカップ。立川が推すアルバルク東京（バス
ケット）も9月、アジアチャンピオンになりました。ア
リーナ立川立飛にはバスケット以外にも卓球やフェ
ンシング、ビーチサッカー、ビーチバレーなどの日
本代表が来ています。9月に世界選手権で金メダル
を取った新体操フェアリージャパンもその演技をア
リーナで披露してくれたことがありました。オリンピッ
クイヤーに向け、立川の変化も加速しています。えく
てびあんは変化の波に乗りながら、しっかり地域に
根ざして頑張ります！　　えくてびあんスタッフ一同



立川と語ろう  立川に生きよう

100年を目指す「一纏」
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　多摩立川保健所の野菜企画も
８回目。人が必要なカルシウムやカ
リウム、ビタミンC、食物繊維など
の栄養素を十分確保するために
は、１日 350g の野菜を食べること
が望ましい。でも都民の平均摂取
量は 305g で、あと一皿のお野菜
が欲しいところ！そこを補ってくれる
のが、多摩立川保健所の「野菜
メニュー店」。今月はビーガンレシ
ピのほっこりカフェさん。厳選され
た材料で作るお料理は、どれもこ
れも見た目には美しく、舌にはおい
しく体が喜ぶものばかり。季節の
野菜はうま味の宝庫。その味を充
分に引き出す腕がまたいい！ 黒い
カレーはちゃんとカレーの味がする
し、ご飯はもちもちとした酵素玄米。
サラダは「見て、見て！」と叫び
たくなる美しさ。この日デザートに
お願いしたのは「はったいこジェ
ラート」。昔懐かし麦粉菓子が食
感を変えての登場。何をいただい
ても野菜たっぷりのお店です。

監修：東京都多摩立川保健所

立川市柴崎町 2-5-8　
TEL 042-595-8379
営業時間　11：30～ 19：00
定休日　火曜日、水曜日

ほっこりカフェ

はったいこジェラートと桑茶

黒カレー  1250円
野菜の量 145ｇ  と
サラダプレート
（白いカレーも
あります）




